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＝ユース
農林水産省熱帯農業研究センター

（卜ンガのキャツサパ栽培 宮重俊一）

畜産領域における国際共同研究への挑戦

渡 運 昭三

はじめに

国際共同研究の批准のために州究機関として、また研究者

側として準備しておくべき必要条件として次の二つが主要で

あろう。その一つは11ff究のキ｜｜手側のニーズに前核マ ッチする

研究経験 ・専門家のみ柏と 言う 戦術的耐のことであリ、 二つ

めには対象分担fについてli's従的研究を様化しておくという i政

Ill各的聞のことである。

新しい国際共同研究への挑戦

最近20年間わヵ、固め市産fi)f究は産業部門の目をみはる生長

人の動き e ・e ・ ... ・・・・・・ 7 1 によ って鍛えられ、家市有料、繁殖、栄養、飼料生産利j干l技

熱研と国際獣疫研究所との共同研究 ・Bj術、畜産加工技術の，1/IJIHiJI'究力を吾川してきた。そして今や

国際共同研究をする笑力を充分備えるまでに成長したと忠わ



れる。私見によれば、国際共同研究の実行様式

は、二つの範ちゅうに分けられる。その一つは

こ国間協力関係であり 、もう一つは多国聞の協

力関係すなわち熱研と国際研究機関との聞に行

われるもので、国境と大陸の境界を越えて人々

に貢献する関係である。ただいま二国間協力と

多国間協力の両方において、基礎的研究（up

stream research ）の必要性カ、高まっている。

特に他国聞の関係では、国際研究機関がそれぞ

れの目標領域における模範研究機関（center

of excellence ）の建設をめざしている。従っ

て、筆者は日本の畜産研究者ヵ、特に国際研究機

関との共同研究に挑戦するH寺が来たと信ずるも

のである。

発展途上国における畜産の重要性

CGIARの行った主要農産物の柑｜生産額調査

は、発展途上国のにおける畜産の重要性の量的

評｛聞を提供してくれる。それによると発展途上

国の農林水産業の粗生産額全体に 1~i める割合で

は、商産は17%を示している。一方、作物、林

産、水産はそれぞれ58%、20%、4%を占めて

いる。商産の割合はアジア ・太平洋地域、サハ

ラ以南のアフ リカ、ラテンアメリカ ・カリ ブ海

地域、西アジア・北アフリカの地域区分で、そ

れぞれ15%、11%、23%、27%である。発展途

上同における12の主要作自のm生産相比t絞にお

ける音産物の地位をus・100万ドル単位で示す

と次のとおりである。米 （70,465）、ゴI＝針葉の

燃料木 （45,769）、ゴ，三針葉の材木 （44,430）、乳

(38,970）、小麦 （27,542）、バナナ ・プランテ

イン（24,107）、トウモロコシ（21,644）、豚

(21,496）、柿 （18,319）、コーヒ一 (18,127）、

肉用牛・水牛 (16,181）、さつまいも (14,864）。

商産品の総計は 103,869で主要食相穀物合計

144,029と対上七できる。

発展途上国にとって食松生産の明怖はまさに

必要なことであるが、しかし、経治と農業の持

続的発展のためには、これだけでは充分な条件

とはいえない。短期的にみた食1'11＼不足の緩和と

長則的にみた自助努力による貧困の解消の観点

から、就業機会を作リ所得をWI加させるため、

また、急速に成長している畜産物に対する需要
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に応ずるために、畜産の社会経済的機能に注意

を向ける必要カ、ある。畜産における国際的研究

を必要とする問題の要点を次に示す。

家畜栄養と飼料資源の開発

熱祐一の大小反すう家畜は季節i的な飼料の量的

質的変動になやまされている 。 飼料基~！:-i:の改善

は発展途上国全域について必要である。作物生

産の向上に伴って、飼料不足を緩和するために

作物残誼 ・国lj産物の利用促進がも っと努力され

なければ．ならない。持続的生産を促進するため

には飼養管理技術の一般的改善に加えて、戦111/c¥-

的自FiJiSI・補給の研究が全地域で必要である。

干ばつと虫害に5rrl，、1f1H’｜士をもっ飼料作物、草

地、多目的樹木の開発は全地域において最も

重要である。乾季におけるこれら飼料の戦略

的利用の可能性は、西アフリカの飼料備蓄圃

(feed bank ）で証明されている。多目的樹木

は早〈育ち、窒素固定を行うので作物と家畜の

複合生産に高い可能性をもっている。また、多

目的樹木は家畜に高品質の飼料を補給し、マル

チの形で!Jl".ll・効果をもっ他、 燃料、用材、風よ

けや庇陰となる。

遺伝資源の開発利用と育種

熱帯の家畜は一般に地域の環境によく迎応し

ており、病気に対する抵抗性も高いが、しかし、

生産性が低い。小農システムに適した育臨改良

1j1tti1:rの作成が緊急に必要である。疾病や虫害に

対する抵抗性をもっ家畜の選抜とm殖は、アジ

ア、サハラ以南のアフリカ及びラテンアメリカ

・カリブ海地域で必要である。優良な羊と山羊

のif/1砲の導入と評価カ、ラテンアメリカ ・カリブ

海地域以外の各地域において求められている。



同様に同じ地域において交雑育種システムの評

価が緊急に必要とされている。絶滅に瀕した品

種の保存については、精子や受精卵の超低温保

存法の研究が望まれる。

家畜衛生と繁殖

発展途上国では反すう動物や豚の飼育頭数は

既に相当の数にのはーっている。この現存頭数は

低い受胎率、高いへい死率と低い屠殺率の均衡

を意味している。幼若動物の高いへい死率とそ

の後の損耗が消滅させられれば、どの地域にお

いても経済的貢献は明らかに大きい。特にサノ＼

ラ以南のツェツエパエの媒介するトリパノゾー

マ症の制圧の意義は絶大である。繁殖障害と反

すう家畜の内部寄生虫は全地域において研究が

必要である。

持続的資源管理のための生産システム開発

アジア及びサノ＼ラ以南のアフリカでは、土地

及び粗飼料資源、に対する圧力が高まりつつある

状況において、家畜群の管理システムの開発カ、

緊急に必要である。樹木やかん木の複合家畜生

産システムに対する貢献性について、低コスト

の評価方法の開発が求められている。アグロ

フォレストリーシステムの管理原則の研究も戦

略的必要性が高い。そして作物一家畜一樹木の

複合システムも緊急に開発されることが望まれ

ている。

（鹿児島大学農学部教授、 ILCA（アフリカ国

際家畜センター）理事、元畜産試験場場長）

芋と豚と、カヴァの島

一西サモア とトンガー

太平洋の広大な海域に点在する大小の島々。

火山を起源とする緑豊かな島もあれは、隆起王j』｝

瑚＠＇.からなる小さな痩せた島も多い。その数は

1万余りにも上るという 。かつては、ヨーロ ッ

パの列強や新大陸の新興勢力がこれらの島々を

巡ってこの海域の支配を争ってきた。このため、

これらの国々との結び付きはいまも強い。

西サモアとトンカ、は南太平洋の熱帯気候常に

あリ、ちょうど日付変更級をはさんで位置して

いる。西サモアは 2つの比較的大きな火山島か

らなっているが、 トンカは縦に長い海域に 3つ

の島群に分かれて、約200の島々が散在する。

この海域の西は火山、東は瑚｝瑚f咲からなる島ヵ、

多い。面積はそれでも淡路島を一回り大きくし

た程度にすぎない。ともに大変小さな独立国で

ある。

島では豊富な降雨と肥沃な土地に恵まれて、

人々は芋を杭え、豚を飼って生活してきた。西

サモアではタロイモカ、広く栽培されている。首

都アピアの中央マーケットには毎朝見事なタロ

イモゃまだ青いバナナが多量に持ち込まれ、賑

わっていた。 トンカでもタロイモは最も広〈栽

培されているが、この外にヤムイモや、キ ャツ

サパ、甘藷、そしてジャガイモなども作られて

3 

いる。伝統的に、ヤム (loカ月 ）一一→甘藷（ 4 

カ月 ）一一→タロ (12カ月 ）一一→キャッサパ (12

カ月 ）一一→休閑 （2 - 3年）の順で、芋ff:［を基

幹にその種類を変えて作付し、この外 1、2の

作物を混作している。

島ではJJ家はま ったくの放し飼いで、町の中心

部を｜徐けは、どこへ行っても見かけた。道端で忙

しげに短い草を引きちぎっている。根っこやみ

みずを食べているのであろうか。皮府の色模様

はいろいろだが、いずれも小ぶりで、 Jll司のつま

った体型をしている。豚は島の人々にと って重

要な動物で、いろいろな祝い事には必ず料理に

出される。家の辺りにいるのを捕まえるのであ

ろう 。そのため、時々ココナッツの実を半割り

にして与占え、飼い’慣らしていた。ところで、豚

はこのように特別な動物で、頭数も多いが、日

常的にはそれほど利用されていないようで、西

サモアとトンカーも肉類の輸入量が非常に多い。

そのほとんどが牛肉と羊肉である。

西サモアやトンカ、の空港て、4本の短開！の付い

た、十ぬ状の大きな容器を大事そうに持ち運ぶ人

々を見かけた。これがカヴァ飲料を作る道具で

あることは1?Zで、わかった。カウァはコショウ不｜

の植物で島では古くから栽培されてきた。飲料
(6ページへ続く）



属間交雑を利用する小麦半数体の作出

四アジア ・北アフリカの半，；rL燥地域において

士III作物の持続的生産は乾燥害をはじめとする諸

問者により｜迫害されている。この地域では准iflt

胞設が不十分であり、士Ill作物の生産向上には障

害.／L~抗性の品種改良に期待するところが大き

い。作物生産量を附加させるために作付をより

乾燥な地刊ーへ拡大する傾向にあり I；吃燥に低抗性

の，W,Hの育成が急務とな っている。

熱，：－，＇，＇農業 {i)l究センターでは、小麦（ノ、ン小麦、

Tritict1111 aestiuum L ）において；.ti;,tJ.x：の対

象となる系統のj立伝JI）引をよ，＇ JWJに｜占｜定し選抜

を去）J.L｛－＇；’（：j'.Jにする半数体育制法を{i'(1立するため

に、シリアにある匡JJ！！ミ,:t・h袋l；品業研究センター

(!CARDA）と共同して 1986年より 1990年ま

でイiJI°究を笑施した。

J,,J!, r,-¥J if.維を利用する小麦半数体の作／：H方法

はj、変野生附（Hordc11 Ill b11Lbos11111 L ）と

交知後、受枯した卵から花粉i況の染色体が制胞

分裂の過れで選択的に排除される紡よい、小麦の

染色｛本のみからなる半数仰のllfが形成される現

象を利用するものである。

小さにと H buLbosu ll1 との交制手11ft性は[1!1］鋭

の泣位、一j’－ 11:'lによ って大きく；μ科されることはす

でにlりlらかにされていたので、シリア｜主｜内で収

集された H b11Lbos11 ＂＇系統を 1:J-t、試して交雑手｜｜

子げ｜を訓公した。その結果、西アジア ・北アフリ

カの小変，W,Hのほとんどは H b1tLbos11111 と交

付』不平II合性を示し、 H bulbos11//1系統の選抜

によ ってもこの不手II合伯ニをn似することが｜主I!Hi 

であることがIJJJらかとな った。－ ）；、これとはは

同時に、英国では花粉親として H b11 Lbos11 m 

の代わりにトウモロコシをJ:J:Jし、ると小麦の遺伝

小麦の自家授粉種子（右）および

トウモロ コシとの交雑種子（左）

子1¥'lに係わりなく受精し、その後トウモロコシ

の染色体が消失することが報告された。そこで、

小麦とトウモロコシとの受粘JJJJからトウモロコ

シの染色体が消失した後、 2,4-0の処足J！により

半数・Jtllfへ発育促進させようと試みた。その結

果、 H. b1tLboswn と交 ~ii 不手[I 令ti：を示した小

麦 i'~＇， f',nにおいても llfを形成させることに成功

し、これにあt< llf出養によって半数体制物にドj

生させることカ、できた。半数休作／Hの効率は、

2 か年のムJiJ~Jで小友 l 相当たり 2.5和｜の半数体

であった。

このように、 トウモロコシによる受粉と介成

ホルモンの処理を組み合わせた方法てソト変の半

数休を谷弘にかつ多数作出することができるよ

うになったので、これらから科られる半数体佑

}JII系統は今後小麦のi'i'¥',H.改良を促進するために

h'd説fj'.Jに利用されよう 。また、 i立位、イ向￥析の材

料として民業上有用な畳的JF~nにおける辿仙の

うIイ生物学：「j'.J 石ff究にも有効に利用されると J~J待

される。 UiTil1i_ IE典）

｜研究成果j
マングビーンを加害するジャワネコブセンチュウの

有機質資材施用による密度制御

タイ｜王｜では最近ジャワネコブセンチュウによ

るマングビーンの被害が目立つようになった。

この線虫の加害を受けたマングヒーンは発5l・ 10 

4-

日ほどのうちに枯死することが多く、十i'iタビを免

れたものも生育不良のため、収i立が新し〈低下

する。本1Jil虫の防除にはフラタン1＇！！.斉ljなどが多



用されているが、その効果が必ずしも明らかで

ないうえ、人畜や環境への悪影響が懸念される。

そこで、筆者らはタイ国において比較的入手

し易い有機質資材（蚕糞、牛糞及びコンポスト）

についてそのおij｛虫密度:jJ！］制効果を調べることと

した。まず、これらの有機質資材をコンクリー

ト枠 （長さ、 1pJli各80cm、深さ50cm）内のマング

ビーン栽指土壌に所定量施用し、施用前後の線

虫密度を調べ、対照区 （フラタン粒剤施用及び

無処理）と比較した。

その結果、蚕糞、コンポスト （都市こみ）ま

たは牛糞を施用した区では、ジャワネコフセン

チュウの密度ヵ、40-60%減少したのに対し、フ

ラ夕、ン位剤または無処理区ではそれぞれ約 6倍

に地加した。マングビーンの収量も有機質資材

施用区では無処理、薬剤両処理区のそれよりも

高〈、この傾向は蚕焚施用区で特に顕著であっ

た。一方、自由生活性k~i！虫はジャワネコブセン

チュウとは逆に、有機質資材施用区では 4一7

倍近く増加したのに対し、無処理、フラグン両

区では微噌または減少した （表を参！I¥¥）。

このことから、3秘知の有機質資材はいずれ

もマングビーン加害ジャワネコブセンチュウの

密度JJ！］制に効果カ、あり、特に蚕誕の効果ーが優れ

マングビーンの根に侵入した

ジャ ワネコブ線虫の雌

有機質資材施用後のジャワネコブセンチュウ

の密度の変化とマングビーンの収量

必L J:11! れi虫明力illヰ，；（%） ijJI.ちJ(g) 

ジャワネコフー l三｜｛ずiむA止l
蚕 9t 41 454 8.0a業

コンオマス ト 59 675 5.2ab 

~( 83 451 4.6ab 

1!1〔処1 .1'11!. 579 129 2.4b 
フラダン 614 30 2.8b 

米 .a,ab,bはDuncan多量検定による有意差を示す

ていることがわかった。また 、 白布r；性~＇）it 虫の明

力｜｜とジ ャワネコブセンチュウの減少との／j」jに何

らかの1i1i止があることが示唆された。（樋田幸夫

・ Sornkuwan Keereewan・村上敏文）

Theileria parva のシソント抗原に対する牛の

抗体応答について
東部および中央アフリカにおける牛の東淘岸

熱（EastCoast fever ）は Theileria /Jarva 

によ って起こる急性で致死性の疾病であ り、リ

ンパ球明多症を特徴とし、夕、ニ（ Rhipice-

タイレリアパルノて感染牛のリンパ球に形成されたシゾン卜

-5一

/Jalus a/J/JendicuLatus ）によってU1介さ

れる。士 ／Jarvaは臨床症状および牛体内での

性状の追いから、土 ρparua、 士。 bovis

および士戸 laurenceiの 3:.IE磁に分類され

ている。すなわち、 tp. /JarvaとT/J. law-

renceiの病原性は 同程度であるが、 士 ρ

bouisの病原、性はそれらの 2:.lEH.に比べて出

い。また、？で ρ lawreηceiによ ってと｜二｛本内で‘

形成されるシソン卜およびピロプラズマの割合

は、士 P/Jarvaに比べてf止し、。 しかし、形

態的あるいは免疫学的手法、 DNAハイブリダ

イゼイションあるいは電気泳動法により、これ

らの 3:.lEflT（を明確に区別す ることは困嫌であ

る。現花町’外ではワクチン接種法として、牛



にtρaruaを接種すると同時に抗タイレリア剤

を投与して免疫を賦与する Infection and 

treatment法が応用されている 。 しかし、ワ

クチン株と野外株の抗原性が異なる場合には、

防御免疫が必ずしも成立しないという問題があ

る。また、ウエスタンフeロッテイングにより 、

土 paruaにはPolymorphicimmunodominant 

molecule( PIM）と呼ばれる主要抗原が存在

し、その分子量は士 ρaruaの株によって異な

ることカ、明らかにされている。よって、 ECF

に対する有効なワクチンを開発するためには、

土 ／Jaruaの株間での蛋白質の違いおよびそれ

らに対する牛の免疫応答について更に検討する

必要がある。

本研究では、二次元電気泳動を応用したウエ

スタンブロテイングにより、 3亜種 （6株）の

t戸，aruaに対する牛の抗体応答について検討

した。4二はBoranFfl ( Bos indicus）を使用し、

Tρaruaを接種後血清を採取した。抗原とし

ては、 invitroで士 ／Jarvaに感染し、シゾン

トを形成している株化牛T細胞を可溶化したも

のを使用した。

牛に主要な抗体応答を起こすことが知られて

いるシゾントのPIMの場合、般性域から町L基性

域にわたる種々の等電点を持つ抗原に対して抗

体が産生された。伊IJえば、主 pρaruaMuguga 

株に感染した牛の場合、感染の初期には86kDa

の分子量を持つ酸性域の抗原に対して抗体が産

生され、感染ヵ、進につれて中性域、塩基性域

の同じ分子量を持つ抗原およびPIM以外の抗原

に対する抗体も産生された。PIMの分子量は、

土 ρparuaMuguga株：86kDa;Mariakani株：

83 kDa;Marikebuni株：83kDa;Uganda株：83

kDa;Tρ bns Bolenif未：83kDa：，士 plawrencez 

7014株： lOOkDaであった。士ρparuaMariakani 

株と Uganda柄、の二次元のウエスタ ソブロテイ

ングのパターンは極めて類似していた。士 p

ρarua Muguga株を接種した牛の場合、品1基性

域の32kDaの抗原に対して抗体を産生する個体

としない個体があった。士ρρaruaMuguga株、

土 ／J.bovzs Bolem株および士 ρLawrence!7014 

株のPIMは主 ρparuaMuguga株で免疫した牛

の血清と怖く反応した。各itJi.極あるいは各株に

特異的なシゾント蛋白を特定することは困jtlJで

あった。

今後、各亜種、各株に特異的な抗原、および共

通抗原、を特定、精製する必要カ、あると思われる。

（木嶋良人、 ThomasT. Dolan) 

熱帯農業研究センター総務部創設

近年の熱帯・亜熱布：農林畜産業への高まる期

待に応えるため、長期的視点に立った事務処理

体制を強化する目的で平成 3年 4月16日をもっ

て総務部が発足した。

総務関係は、昭和45年の熱研設立H寺に庶務課・

会計課が設置され事務部門の業務運営カ、なされ

てきたが、職員数も設立当初の2.51音と1Il:、充さ

れ、研究活動は研究領域の拡大と共に広範多岐

にわたってきており、それに伴う総務関係業務

も増大し複雑化してきているので、今後の熱研

の活動を一層強力に推進するため、このたびの

(3ベ ジからの続き）

はその根を治し、水を混ぜて作る。麻酔、鎮痛

作用カ、あり、飲み過されば悪酔いするそうであ

6 

総務部発足は内外から多いに期待されている。

また、熱研総務部には、他の｛iff究機関にはみ

られない海外服務専門宮、海外会計専門宮、海 ¥ 

外前波資金係及び、海外物品係の音rs門が配置さ

れ、在外研究員の健康管理、福利厚生、会計経

理及び物品管理等ヵ、専門に行われていることも

大きな特徴である。

総務部発足により、責任体制の確立、事務運

営のよ り一層の適正化・迅速化・万全化を期し、

総務関係業務の処理体制を碍立することによっ

て試験研究の円滑な推進に寄与していきたい。

る。もとは伝統的な儀式の際に作法にのっとっ

て飲まれたが、いまでは広〈日常的に愛飲され

ているという 。



西サモアとトンカリにはそれぞれ農業省の下に

農業研究部門がある。とも にスタ ッフがひどく

少な く、機器 ・施設等も貧弱なのは 、小さな国

のことを考えればやむを得ないところがある。

そ れでもトンカでは外 国からかなりの研究者や

ボ ランテ ィア を 受 け入れ、活気があ った。また、

西サモアには南太平洋大学の農学部と農ー業の研

究 、普 及 、訓練のための研究所があり、太平洋

地域全体を対象としたかなり充実した研究活動

が行われているようであ った。

人 の

0異動関係

平成3年4月16日付

総務部長（桜林水産技術会議事務／，，j筑波・1，務所次長） 山水三男
総務部会，，l・,Wk(W務諜;ell長l11i(/,c) ,1，村 英夫

総務部川U:il ：知県 Ld11i （主（民業生物資似研究所放射線ffH）~； ff!'務謀長 ）
1iiil.ll ;;•; 

政耳、J,'/JJ)_技術研究所総務部庶務，Wk（会計』課長） 付J・. 琢I~：

，：」休水産技術会t議・Jqr,q筑波'1>{1,叶研究i'/,'Nrntit1iffii1t，作係k（ロ1，制玄所
J.i!'f1,;i会，11(,f,l、） 市型J 保文

;,i ， ~u立：巾rl.1!A1, ，，！＇会，;i係長（会，il,W l 似｜刊日i

E‘同 ft↑i'if!l;ll；耐f究技叫ii'/i担1 －~：＇U骨、H、私ト｛tfi/f'J't内ii主H＇七1却庁1；点t、e申』
生旦f6/f究可iL』） 池！JI Iを胡l 
ii：干4争E合耐f究jりl 見｛」u正1•1r ずf 村、高W(.i同 1d,'i 朝／ JI；研究技術的背l'f',:)

大／i) !i夫

O海外出張者氏名（平成3年 1月～4月）

氏名 11／了 ¥f, 
1 研究管理綱査 r.i;Wf Ulll タ九6Jf19rlと
2 短期在外研究 谷口1llA:~ 森林総日f

佐＂＇事 II)) 森林総r,,r

松本間介 ii＇.林総研（（ if）タ＼fi/f
〉、，，；，＼ JEll,'j J;主l.;'16/f

1i}~!i 'i必 言、 f~i ,;,((fjf ）熱 ［，If

副知 純一 技研センター
担＇.Ill ・J.止 1L州1!1..正
1捕l i立’j,_ ?~r,/f 
l己有1 1'/;1 人 会~6/f

九＼IJ;( i且ー 炭1.;rnr

凶!JI 'i j、 タ九fi/f

同!JI ”帳介 タ＼［，If
'I•/,,', 一政 非九日f
山lI d立j、 抗日f

大I4 前i J;'.;6/fセンター（(ii）熱研
『l• !'f' 'ff. タ九6/fil＇縦立， 9r

，，.パ1、‘ I’，：＝ー 野菜 .?,¥:.,,t久仰木支場
松岡 ，；成 熱即日＂＇制 .iii叶
｜吋 怖が タ九日f

小型iA'•Jl.ii'.i 森林itfil「以北主吋i

小畑l ｝.（閃； 生Wulf

波j/J 久リ1 タ九r,,r

似合 和巨 タ長6/f

片山勝之 タ九日f

太脇 H1ili: 然。lfi • i•制立川

松本有i,I,!¥ k十Htfilf多l'f:t.:H、千γ／：I主｜
'i1:f¥1Uf I l一 九州i:~.試

氏本太一 タ＼r,Jf

樋凶すK 抗日f

」七回E it久 平j也J式iJJ)也立場
三iili ',/;j必 タ＼,Jf

研究課題として多いのはなんと 言っ ても芋類

の育種、栽培方法、病虫害対策であり、それに価

格が低迷しているとはいえココナ y ツ、バナナ、

さらに輸出向けとしてカカオL西サモア）や 、バ

ニラ 、 カボチ ャ（ トンカ）なども重要な作物 と

な っている。畜産では コ コナ ッ、ソ林下 の草資源

の改良と放牧利用が注目された。最近、 旧宋主国

や国際機関等からの協力、援助が柳ii.戚の傾向に

あり 、新しい匡｜、機関等との関係を強〈望んでい

ると訴えていた。 （調査情報部 宮重俊一）

動 き
平成3年5月1日付

附究加一点｜；（森林総介研究所fi-'f,tケ村、科’＇／：I判）
平成3年6月27日付

松本干IL'.!',

杭t円／，，JIJil際古｜；凶｜；景金制球IE!際＇Ii「‘惜し』，11H，＇バ11m;)
平成3年6月30日付

t.YiJ+ ，：，，，’i 

』H；＼（訓J'd，・1朝rn1；主任研究'I':')

平成3年 7月16日付

削げか け’』II/{

総務部肝ril：県lH蚕糸 11. 止l従業技1M庁完1•Jr総務；＼I；会 ，·； 1·,:iu、 ）

fi/f先11¥，一庁l；王任fi/f'Jヒ＇（：＇（ 点k仁十4

,.;:;t,可 干I I 

)LLli i:, .l 
」じイIサ泊l；込：t、山t験Jj,'.；総，fo百1;1と（総J1,剖，1，！古j若『WU、） ill越 〉【；9； 
』」lifi/f，先セン 7一企l血l’出itr日1；王任研究＇（：＇ （研究第一部主任6/f＇先「：＇）

仮辺久リj

主’ :H •Jl, WI 1::1 

フランス 3 5 16～3 5 25 

タイ 3 l .21～3 2 19 

フィリヒ／ 3 l 24～3 2 6 

フィリヒ／ 3 I .24～3 3 14 

マレインア、タイ 3 I .28～3 2 .26 

イノドネシア、マレインア、タイ 3 l .28～3 3 8 

7 レインア 3 I 30～3 2 19 

ベ｜ナム 、 タイ 、 'i•I（＇（人民共和JIII 3 3 l～3 3 .31 

〆、キスタ／ 3 3 .21～3 3 .31 

,J,/f（人t（共有!IEI 3 4 4～3 4 16 

'!•If（人民共和 IEI 3 4 4～3 4 16 

スリランカ 3 4 2～3 4 . 29 

ブラジル 3 3 . 23～3 4 12 

タイ 3 4 4～3 4 , 23 

タイ 3 3 21～3 3 , 27 

7 レインア、タイ 3 3 . 21～3 4 , 27 

イノドネシア、マレイrア 3 3 .20～3 4 9 

q,11：人l＼＇.共和 III 3 3 20～3 4 16 

ノ、フアニューギニア 3 3 . 23～3 4 7 

タイ 、フィリヒン 3 3 18～3 4 7 

7ィリヒノ 3 3 21～3 4 29 

エチオヒア、ケニア、イギリス 3 2 . 25～3 3 . 23 

タイ、 7 レインア 3 2 . 24～3 3 .29 

スリランカ 3 2 19～3 3 .21 

7 レインア 3 3 4～3 4 . 29 

タイ 3 3 3～3 3 , 27 

イ／ド不ンア 3 3 19～3 4 11 

ベトナム、，，， 俳人l(J吋1111'!、タイ 3 5 22～3 6 16 

•l•lj（人lU七千l llil 3 4 , 20～3 5 17 

タイ 3 5 16～3 5 . 29 

コロンビア 3 6 6～3 6 19 

イ／ドネンア、7ィリヒン 3 6 10～3 7 I 
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熱研と国際獣疫研究所との共同研究

国際獣疫研究所（ILRAD）の概要

ILRADはCGIAR傘下の研究機関の中では

II佐ー の家畜疾病研究所である。CGIARの理念

に基づき、当面は特にアフリカで、問題の大きい

反努家畜の二大疾病、すなわちアフリカトリ パ

ノソーマ病と東海岸熱（ECF）と呼は、れるタイ

レリア病の防｜徐技術開発に全力を注いでいる。

ILRAD は1973年にケニアのナイロビ市郊

外に設立され、先進諸国から優れた研究者を集

め、ワクチン開発へ向けた基礎的先導的研究を

粕力的に推進している。その研究内容としては

この二つの原虫病に的を絞って、疫学、衛生動

物学、寄生虫学 、免疫病辺！学、分子免疫学、分

子生物学、社会経済学など臣、い視点に立ちなが

ら奥1永い初f亨Eプロジェクトを耳元り 」二げ、コー

テイネーターが中心とな って進めている。成果

については、厳しい審査を受 けた後公表 される

のでその評価Iは高し、。 また、 研究推進態勢とし

ては効率性と活性化を促すため、毎年実施され

る研究レビュー と’市に新しい手法を迅速に取り

入れる研究管理カ、特色とな っている 。

ILRADとの共同研究

熱研 とILRADとの共同研究は1980年から開

て／ 司 J- ,r I' 
／ 

生検による唾液腺リンパ球の採取

熱研ニュース Vol 2 No 2 

始された。協力分野は、 ECFの予防疫学研究

プ ロジェクトで、その 中でも特に病原体の性

状分析に力を注いでいる 。本プロジェクトの

目的達成のため、これまでに長期在外研究員

7名及び短期在外研究員 5名が併任の形で家畜

衛生試験場から派遣されている。主主ー共同研 究

成果と進行中のテ ？を挙げると次のとおりで

ある。

① T. p parva株聞のinvitro$，！；；別法の開

発，抗シゾントモノクローナル抗体を用いた

間接蛍光抗体法がルーティン化され、株聞の簡

易鑑別法として束アフリカのECF発生諸国に

おいて応用されている。

② タイレリアのクローン作出，生活環の

一発育ステージであるキネートを非感染ダニに

定量的に械部することによ って、クローン化さ

れたタイレリアシソントカ、fl三出された。 こオLは

今後、種々のT.p.parvaAm¥の泣伝子解析に大

きくれ献することヵ、期待される。

③ シゾント抗原のSDS-PAGEおよびウエ

スタンプロ ッ ト法による分析，株聞の疫学化

学的分析による結果は、おおむねモノクロ ナ

ル蛍光抗体法による プロフィールと一致してい

ることカ斗＇－ljll月した。

④ シソントの分間Iti'i製技術の開発 ， リ

ンパ制11/J包内寄生性のシソントをAeromonas

hydrophil aの溶血素 を用いることによ っ

て、 1'11／製）支の高いシゾン ト回収に成功した。

⑤ 二次元電気泳動法によるシゾントタ ン

ノマクの解析 ，キ，＇i（製シゾントを用いての抗原

Wfc初干によ って、T.p .parvaとT.p. lawrencei 

の聞に差異があることカ、明らかとな った。

現在、成熟J＼リミクロカーメ ー トサイトの分自ff

柏製と抗体作製及び宿主の特異的 ・ゴlτ特主主的

免疫能に関する初「ヲヒヵ、進行中である。

（南 哲郎）
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